
「マインドなら」11/1月号より　奈良でも精神障害者に医療費助成を 福祉医療「県議会が誓願を採択」ひだまり後援会のみなさまへ報告！  精神障害の当事者・家族・施設職員が一緒に活動

あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 　 　 　 　 　　 本 年 も よ ろ し く お ね が い い た し ま す

●ひだまり後援会・ボランティア募集1Ｐ、●請願採択2Ｐ、●減薬・自立支援医療3P、連載● 　トーク＆ライブ・こころの市民講座　4Ｐ

● 生駒精神障害者ひだまり後援会は、地域の精神障害を持つ人の活動への支援と、
精神の疾病と精神障害への理解促進を目指している団体です。

●

●

新年会新年会

ひだまり

 ひだまり家族会2014年1月..2月..3月の家族会 例会予定 （定例会は毎月第3土曜日に行っています。）

日時変更の月もありますので、下記(上村）までお尋ねの上ご参加ください。

■ 1 月例会　26日  （日）  11時～新年会を兼ねて  富雄 霊山寺　（参加費未定）
■ 2月例会 15日（土）　1時30分～4時　
■ 3月例会　15日（土）　1時30分～4時　

■ 通常例会会場　生駒市市民活動推進センターららポート 3 階
■ 会費  1月　300円  （ 年 3,600円 ）新年会等レクリエーションは別途参加費必要
■  連絡  TEL0743 -79 -1195 (上村）
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機関誌「ひだまり クローバー」ご案内
「ひだまり後援会・会報」として春夏秋冬・年4回、機関誌「ひだまりクロー
バー」を発行しています。会員にはこのほか、「トーク＆ライブ（年1回）」
「こころの市民講座（年2回）」の案内などをお送りしています。
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日時　1月　25 日（土）
午後1時30分～3時30分

会 場　生駒市コミュニティセンター
文化ホール（セイセイビル）

2013第18回

LIVEバイオリンコンサート　
Violiｎ：　金関　環　

（Tamaki Kanaseki）
Piano：宮川真由美
（Mayumi Miyagawa）

午後1時10分受付

新春ヴァイオリンコンサート

冬

コスモールいこま主催「新年会」／ひだまり後援会有志お料理ボランティアを募集します！！

新年会ひだまり／はなな／
コスモールいこま

TALKコーナー精神障害がある人による発表をお楽しみください。

第18回

平成26年 3 　22

はなな◇問い合わせ／地域活動支援センター・コスモールいこま TEL0743-73-0900
◇後援／生駒市社会福祉協議会

 生きづらさを感じながら何とか日々を送る人は、かつてないほどに増加しているかもしれない・・・
「健康」という言葉は社会に充満しているが では「健康に生きる」事の実践とはどういう事なのか？
 

生駒精神障害者ひだまり後援会世話人

４F研修室

岡クリニック

岡留美子
　～『健康に生きる』って・・・？
 その考え方と実践について～

参加協力券  1,000円
当日午前中にみんなでおいしそうなモン作るお
手伝い。施設利用者と新年会でご一緒に食べて
しゃべってそれから「おめでとう」しませんか？

2 0 1 4 年 の 1月17日（金）
9：00（準備含め）～
お昼すぎまで

▲ボランティア協力参加ご希望は  コスモールいこま（担当：桑原 ）
　TEL0743-73-0900までお申し込みください。

ホワイエにて、手作りクッキー、ケーキ、焼きたてパンなどの販売をいたします。
パン作り工房ひだまり、コミュニティスペースはなな

コミュニティスペース

◆連絡先　社会福祉法人「萌」コスモールいこま内
 TEL0743-73-0900　年会費2,000円　　　

マックスバリュー生駒南店様・お寿司、お総菜、飲み物ご寄付ゲーム・カラオケで懇親しましょう

1月17日（金）

何ちゅうこ
とないけど

、とりあえ
ず　めでた

いぞ

新年会　にボランティアで参加しませんか

会場：生駒市福祉センター フレンドリールーム
（〒630-0221 奈良県生駒市さつき台２丁目６－１ TEL0743-73-0700）

コスモールいこま主催　〈+コスモールいこま 設立10周年記念〉

■交通：＜奈良交通バス利用＞近鉄東生駒駅（2番のりば）または生駒駅（南口・1番のりば）より「小
瀬保健福祉ゾーン行き（さつき台住宅経由）」または「さつき台住宅行き」に乗車。停留所「さつき
台1丁目」下車。北へ徒歩 3 分。＜生駒市福祉センター送迎バス利用＞●生駒駅南側の三井住友銀
行前より乗車。●東生駒駅2階タクシーのりば横より乗車。（時間帯は上記までお問い合わせください）

予告

予告

注目 ？参加

参加

参加

「グループすずめ」さん主催の新年会風景

　障害があったとしても社会で当たり前の生活ができ、誰もが安心して暮らせる・・・そんな街づくりを目指して「トーク＆ライブ
ひだまり」や、会員の創意の企画で「こころの市民講座」を開催しています。また、生駒市内の3つの精神障害者施設の利用者の社会
参加活動の支援をしています。会報〈ひだまりクローバー〉を年4回を発行。特集記事を始め、連載や 会員の声、ひだまり家族会の
ご案内などを掲載しています。私たちの活動にご賛同をいただき一緒に活動してくださる方大歓迎です。   （　　　　　　　　　　　 ）

2Ｐに掲載

〈ひだまりクローバー〉

新 春 号

　この新年会は精神保健福祉ボランティア「グループすずめ」が生
駒市の精神障害者施設を利用するメンバーと、地域のおじさん・お
ばさんが一緒に新年会を楽しみましょうと言うことから15年前より始まり
ました。初めはボランティアが持ち寄る手作り料理でオモテナシをして
いましたが、会を重ねるごとに、「グループすずめ」の会員との信頼感
+お料理が好評となり、年を重ねる毎に参加者が増え 、数年前マックス
バリュー南生駒店に協力を求め、お寿司・オードブル・デザート・
飲み物と多大な協力をいただける事となり、ホテルのバイキング顔負
けのお料理を提供できて、それこそ待ち遠しい新年行事となりました。
　しかし、「グループすずめ」の会員が高齢化し、親の介護、夫の介護、
自身の体調不良などで、会の継続に限界の時が来ました。定着し

ていた活動の終わりに心を残し「グループすずめ」は平成25年春に
解散となりました。「グループすずめ」のこの活動は、当「ひだまり
後援会」また法人「萌」の施設側も感謝と応援をしていたところです。
　そこで、この取組を引き継げないだろうかとの相談が持ち上がり、
この度「地域活動支援センターコスモールいこま」が事業として引き
継ぐ事となりました。今年は、コスモールいこま設立10周年でもあり、
今までの感謝の気持ちを伝える場にしたいとも考えているそうです。
当「ひだまり後援会」の活動の意義としても、会員が協力し合って事
業を盛り上げていきたいところです。会員のみなさん下記1月17日（金）
午前 9 時からからの料理作りとメンバーとの親睦のボランティア活動
に参加ご協力を、お願いします。　

●予告

神澤　創 KAMIZAWA TSUKURU
帝塚山大学　心理学部心理学科　大学院心理科学研
究科教授[研究領域]カウンセリングや心理療法など、
個人の幸福感やＱＯＬを高める実践的なアプローチ
に関心があります。最近は自殺対策や精神障害者支
援など、主にコミュニティで活動しています。[ 社
会的活動 ] 奈良県自殺対策連絡協議会座長、生駒精
神障害者後援会ひだまり代表

ひだまりCVLOVER ■連載vol. 11

「短い秋」
　

  「ひだまり後援会」
世話人として

■ご寄付をいただきました　●7月3日 当 後援会・会員の坪田深雪様が他界され、ご本人のご遺志により15万円が当会活動に対して寄付されました。
●11月28日ホテルフジタにて「国際ソロプチミスト奈良ーいこま 平成 25年度寄付金一活贈呈式」があり、この場で当会へのご寄付を受領しました。
このご寄附は、平成 25 年度が創立 20周年記念年に当たることで開催されたチャリティによる収益金のうち 10 万円を当会活動に対して義捐金として贈
呈されたものです。「国際ソロプチミスト奈良̶いこまは」、毎年の当会開催イベントへの後援をはじめ、生駒市内の精神障害者施設への物品寄付や慰問等
を継続されている有職女性の奉仕団体です。・・・地域福祉活動への温かい見守りの中でのこの度の支援をいただきましたことに感謝です。（植村）　　

　今年は秋が短くて、いきなり冬がやってきた気がします。
冬支度もできないままに寒さを迎えることになりました。
その一方で、11月でも半袖で過ごせる陽気だったり、急
に12 月の気温になったりと、短い季節の中でめまぐるし
く気温が変化したため体調管理が難しい日が続き、
「小さい秋」を見つける余裕もありませんでした。木々
の色が徐々に変わっていくのを楽しめなったのは、ちょっ
と残念な気がします。
　予定より早く順番がきたり、知らないうちに次の季節
やってきたりすると戸惑ってしまいます。心の調子もゆっ
くりと変化してくれている間はいいのですが、急に大き
く変わると自分でもどうしていいかわからなくなってしま
います。妙にうきうきする日と気持ちが落ち込んでしまう
日が、ころころ入れ替わったりすると困りますよね。

　そういえば、子どものころはちょっとそんな感じだったかも
しれません。毎日気持ちがうごいて、ちょっとしたことで喜ん
だり悲しんだり、年を取るとそういうことが少なるようです。
そう考えると、急に変わるのも悪くない気がしてきます。
どっちなのでしょうねえ…。
　楽しい時間は早く過ぎると言われますが、今年の秋が短く
感じられたのは、もしかするとそれだけ楽しい時間を過ごし
たということなのかもしれません。今年もあっという間に終わ
ろうとしています。
　１月１７日のトーク＆ライブでは生のヴァイオリンが聴けるそ
うです。楽しみですね。新春ンコンサートでお会いしましょう。
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